
 

 

定例教育委員会会議録 
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岡谷市教育委員会 



定 例 教 育 委 員 会 
  

  

日  時 平成３０年７月６日（金） 

                                      午前９時３０分 

場  所 市役所２階 ２０２会議室 

署名委員 草間職務代理者、髙木委員 

【 次  第 】 

○ 開   会 

 

○ 教育長報告 

 

○ 議   題 

１．岡谷市教育大綱（2015年～2018年）の成果と課題について【資料№1】      （全課） 

２．中学校への自動販売機の設置について【資料№2】             （教育総務課） 

○ 報   告 

１．岡谷市通学路安全対策会議の設置について【資料№3】           （教育総務課） 

２．大阪府北部地震に伴う学校施設の安全点検について【資料№4】       （教育総務課） 

 

○ そ  の  他 

  ・行事等について（各課） 

    ・その他 

 

【次回開催予定】 ８月 ６日（月）定例教育委員会 ９時３０分 保健センター２階 集団指導室 

出席委員  

教育長 岩本 博行、職務代理者 草間 吉幸、教育委員 髙木 千奈美、教育委員 藤森 一俊、 

教育委員 小平 陽子 

 事務局（説明員） 

教育部長  吉澤 洋人、教育部教育担当参事  三村 靖夫、教育総務課長  帯川 豊博、 

教育総務課主任指導主事 竹内 良之、生涯学習課長  小池 秀昭、スポーツ振興課長 小河原 義友、

教育総務課統括主幹 山田 勝由紀、教育総務課主幹 小口 明彦、教育総務課主査 保科 圭吾 

 



＜会議録＞   

○開  会 

岩本教育長： おはようございます。昨日からの大雨で子ども達の登校の心配をした訳ですけども、お陰様 

で特に何事もなくて本当に良かったなと思っております。ただ、これから断続的に雨が降って明

日、明後日も大雨の予報も出されております。今後の気象の状況も見守りながら、とりあえず下

校も安全にということを第一に考えていきたいと思います。明日、明後日の生活の中でも、河川

等に近づかないとか色々な注意喚起につきましても、既に学校の方からもやっていただいている

と思いますが、教育委員会としても安全確保に努めて参りたいと思います。 

それでは、只今より定例教育委員会を始めたいと思います。本日の署名委員は草間職務代理者

さんと髙木委員さんにお願いをいたします。最初に私から教育長報告をさせていただきます。 

 
○教育長報告  

今日は、教育総務課から２件、生涯学習課から１件報告をさせていただきます。 

１．子ども総合相談センターの状況について  

教育総務課、子ども総合相談センターの状況についてご報告いたします。 

まず、「相談」の状況でございます。５月末の相談受付件数は３８４件と、昨年同時期の２９５件と比べ８９

件の増という状況であります。 

平成２９年度は２８年度と比べ、年間で約５００件の増という状況ですので、今年度も昨年同様に多くの相談

が寄せられております。 

開設以来、センターの相談窓口が認知されてきたこともあり、今後も増加することが予想されます。引き続き、

児童生徒、保護者に寄り添った丁寧な対応に努めてまいりたいと考えております。 

次に、「いじめ」の状況でございます。６月末現在のいじめ認知件数は２５件（小学校９件、中学校１６件）

で、昨年度同時期の２件に比べ、２３件の増と大幅に増加しております。 

この増となった理由としましては、本年３月に総務省から文部科学省に、「いじめの正確な認知に向けた取組

をさらに促すこと」また、「法のいじめの定義を限定解釈しないこと」が勧告され、改めて各学校が「いじめ防

止等のための基本的な方針」に基づき、『どんな些細なことであっても、いじめの定義に該当するものであれば

積極的に「いじめ」として認知する』ことが、徹底されてきたことにあると分析しております。 

いじめの正確な認知は、いじめ対応の第一歩であり、今後の未然防止、早期発見、早期対応、継続的なフォロ

ーに努めてまいります。 

また、平成２７年５月に策定しました「岡谷市いじめ防止等のための基本方針」について、国の基本方針改定

やガイドラインの策定及び県の基本方針の改定により、一部見直しが必要となっております。現在見直し作業を

進めておりますので、改めてご意見をいただく機会を設けてまいりたいと考えております。 

最後に、３０日以上の「長期欠席者」は、５月末現在では、病気による者５名、不登校１２名、その他３名の

計２０名という状況であります。昨年同時期では、２１名であり同程度で推移しております。 

しかし、長期欠席児童生徒支援状況シートによる調査では、学校が心配な児童生徒として報告のあった人数は

102名で、昨年度同時期の９２名と比べ１０名の増となっており、全体の児童生徒数が減少する中では、長期欠席

が心配な児童生徒の割合は、増加傾向にあると考えております。 

以上、子ども総合相談センターの状況をご報告いたしましたが、個々の事案が複雑、多様化しておりますので、

引き続き、専門的な立場からの支援も含めたチーム体制での対応に努めてまいりたいと考えております。 

 

２．夏季休業中の完全学校閉庁日の設定について 

夏季休業中の完全学校閉庁日の設定について報告いたします。市内小中学校において、７月２６日（木）から

夏季休業がスタートしますが、期間中の８月１３日（月）から８月１６日（木）までの４日間を学校に教職員を

置かない完全な閉庁日として設定いたします。この取り組みは、教職員が安心して休暇が取得できる体制を整え、



心身のリフレッシュと休暇取得の促進を図ることを目的に、働き方改革の一環として実施していくものでありま

す。 

なお、完全学校閉庁期間中の学校への問い合わせ等の対応につきましては、市教育委員において対応してまい

りたいと思います。 

今後も引き続き、市内小中学校の教職員の勤務実態について把握しながら、負担軽減のための取り組みについ

て考えてまいりたいと思います。 

 

 ３．第３次岡谷市子ども読書活動推進計画の策定について  

子どもの読書活動を推進するために、本年度は「第３次岡谷市子ども読書活動推進計画」を策定することにな

っております。 

この計画は、読書活動団体や学校、ＰＴＡなどの関係の皆さん方に集まっていただく委員会を組織して、多く

のご意見をいただきながら策定していくもので、先月の２８日に第１回目の会議を開催したところでございます。 

今回はまず図書館の利用の現状をご説明し、次回以降に委員の皆さん方からご意見を出し合っていただき、課

題の整理や方向性を確認しながら、計画を作っていく予定となっております。素案がまとまり次第、教育委員の

皆さん方にもご意見をお聞きする機会も予定しておりますので、よろしくお願いします。 

 

岩本教育長： 以上、私からの３件の報告とさせていただきます。ご報告申し上げた点について、何かご質問、 

ご意見等ございましたらお願いをいたします。 

よろしいでしょうか。それでは、本日の議事に移りたいとお思います。 

 

○議  題 

１．岡谷市教育大綱（2015年～2018年）の成果と課題について  （全課） 

岩本教育長： 議題１について事務局より説明をお願いします。 

＜事務局より岡谷市教育大綱（2015年～2018年）の成果と課題について説明。＞ 

岩本教育長： 今、事務局から説明がありましたが、ご意見、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

髙 木 委 員： ２点お願いしたいと思います。 

１点目ですが、１２ページの１番の（１）に「児童・生徒が自ら考えて行動し、社会貢献活動 

や地域の行事等に参加することで規範意識の醸成を図ることが求められております。」と あり 

ますが、４ページの（４）の全国学力・学習状況調査の状況のところでは、「規範意識の高まり

につながっている」との検証結果が出ております。岡谷の子ども達は、規範意識が高いのかなと

いう風に考えられると思うんですけども、地域の中で活動することで規範意識を醸成することを

より求めるのは、どこの検証結果から導き出されたことなのか教えていただきたいと思います。

私は、社会貢献活動や地域の活動に参加することで、より地域の一員としての意識を醸成してい

くとか、地域を支えるメンバーとしてひとづくりをしていくというようなものを醸成していくと

いうことなら分かるのですが、ちょっとここのところを教えていただきたいと思います。 

事 務 局： 髙木委員さんがおっしゃるとおりだと思います。表現がまとまってなくていけなかったんです 

が、今、家庭の力というのが弱くなってきている部分、一人親世帯が多くなってくる中では、地

域と上手く関わりながら子ども達を地域全体で育てていくというところの中で、子ども達が地域

の人達と関わることによって、髙木委員さんが言ったように規範意識ではなくて、一員として役

割や責任を持てるような意識が必要なのかなあと思います。 

岩本教育長： ここの言葉を変えましょう。「規範意識」ではなくて「自立と共生の意識」かなあと思います。 

その言葉なら一番いいと思います。教育大綱で掲げている教育理念の最初にくる言葉でもありま

すので、ちょっとそういう風に修正をさせていただきます。 

髙 木 委 員： ２点目ですが、生涯学習分野の１３ページの２番の（１）に出てくる学習グループについて教 

えていただきたいと思います。学習グループというものがどういう定義のものなのかをもう一度 




